
   

   令和８年度 佐世保市立福石中学校 学校だより      

     天 神 山     Ｎｏ．２１ 

       校訓：英知 友愛 正義      令和８年８月 ９日（日） 

     生徒会テーマ：「 超える 」    文責：校長 堀川 優彦 

       

８１回目の原爆の日 ８月９日 平和集会 ～平和は一人一人の行動から～ 
本日、８月９日（日）、長崎原爆の日に合わせて平和集会を行いました。 

校長講話では、今から８１年前の１９４５年８月９日午前１１時２分、一発の原子爆

弾によって長崎のまちが一瞬にして壊滅し、多くの尊い命が失われた歴史に触れ、「過去

を振り返るだけでなく、同じ悲しみを二度と繰り返さないために学び続けることの大切

さ」を生徒たちに伝えました。 

また、「平和」とは戦争がない世界だけを意味するものではなく、日々の学校生活の中

で、相手を思いやること、違いを認め合うこと、人を傷つける言葉ではなく支える言葉

を選ぶこと、困っている人に手を差し伸べることなど、一人一人の小さな行動の積み重

ねによって築かれていくものであることを話しました。 

講話の最後には、「世界から戦争をなくすことは一人ではできな

い。しかし、一人の心を傷つけないことなら今日からできる。世界平和は遠い世界の話では

なく、あなたの隣の人を大切にすることから始まる」というメッセージを送りました。 

１１時２分には全校で黙とうを捧げ、犠牲となられた方々への哀悼の意を表すとともに、

それぞれが「自分はどんな平和をつくる人になりたいのか」を静かに考える時間となりまし

た。 

平和を願う心を特別な日だけのものにせず、これからも互いを尊重し合い、誰もが安心し

て笑顔で過ごせる福石中学校を全校で築いていきます。 

 

夏休みも輝く福石中生！ ～挑戦は続いています～ 

 夏休みに入ってからも、福石中学校の生徒たちは、それぞれの舞台で挑戦を続けています。 

 ７月２５日から２７日にかけて県内各地で開催された長崎県中学校総合体育大会には、水

泳、剣道、陸上競技（クラブチーム所属）の個人種目に本校生徒が出場しました。惜しくも上

位大会への進出はなりませんでしたが、これまで積み重ねてきた努力の成果を存分に発揮し、

最後まで粘り強く競技に臨む姿は大変立派でした。 

 また、本校３名の生徒が所属する男子ソフトボールクラブチーム「Just佐世保」は、県大会を見事に制覇する

と、その勢いのまま九州大会でも優勝を果たし、全国大会への出場を決めました。福石中学校の仲間として大変

誇らしい快挙であり、全国の舞台でのさらなる活躍を心から期待しています。 

 さらに、大雨の影響で動画審査となった「令和８年度佐世保市少年の主張大会」では、３年生の平田友里さん

が「自分で手に入れる」と題した発表で、第２位となる佐世保市議会議長賞を受賞しました。自らの考えを堂々

と表現した姿勢は、多くの人の心を動かす素晴らしい発表でした。 

 そして、本校が取り組む「新・佐世保魅力発信プロジェクト」も、夏休み中に各種フェスティバルへの参加や

地域ボランティア活動など、学校を飛び出して精力的に活動を続けています。地域の方々との交流や実体験を通

して、生徒たちは教室では得られない多くの学びを積み重ねています。 

 スポーツ、文化活動、地域貢献など、それぞれの挑戦の形は違っても、そこには「昨日の自分を少しだけ超え

よう」「今までの自分とは少し違う自分になろう」という一歩があります。夏休みのさまざまな経験を力に変え、

一回り成長した生徒たちが、２学期に元気な笑顔で登校してくれることを楽しみにしています。 

  

 

 

 

 

 

 

本校ホームページにも行事予定や各種便り等、様々な情報が掲載されていますのでご覧ください。 

また、夏季休業中もホームページは随時更新していきますので、ぜひご覧ください。 

＝今後の予定＝  

７月２４日（金）～８月２８日（金）夏季休業日 

８月１８日（火）家庭学習支援講座（南地区自治協主催）南地区コミセン 14:00～ 

３１日（月）２学期始業式 
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